
練馬区立上石神井中学校の取組事例

東京都教育委員会

授業改善推進拠点校事業 最終報告会

「児童・生徒の学力向上を図るための調査」結果を生かした授業改善について

令和５年12月４日 東京都教育委員会



１ 学力調査等に基づいた自校の課題の分析

令和５年12月４日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

数学 令和３年度 令和４年度 令和５年度

問題 ８（３） ７（１） ７（２）

出題の趣旨

データの傾向を的確
に捉え、判断の理由
を数学的な表現を用
いて説明することが
できる

データの傾向を的確
に捉え、判断の理由
を数学的な表現を用
いて説明することが
できる

複数の集団のデータ
の分布の傾向を比較
して捉え、判断の理
由を数学的な表現を
用いて説明すること
ができる

正答率 11.3％（都11.2％） 42.4％（都47.0％） 60.6％（都36.5％）

都との差 +0.1ポイント －4.6ポイント ＋24.1ポイント



１ 学力調査等に基づいた自校の課題の分析

令和５年12月４日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

「全国学力・学習状況調査」と「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の相関関係を分析」
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国2二×都9(2)
都9(2)「分かっていること

と求めることを考えて問
題に取り組んでいる。」
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数6(2)×都4(2)
都4(2)「難しいと感じる問題

でも、最後まであきらめ
ずに取り組んでいる。」

英7(1)×都4(14)
都4(14)「どうしてそうなるのか

という理由を考えながら学
習している。」
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正答生徒
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４ 当てはまる ３ どちらかといえば当てはまる ２ どちらかといえば当てはまらない １ 当てはまらない



１ 学力調査等に基づいた自校の課題の分析

令和５年12月４日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

生徒と教師との意識の差を分析
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都12(5)「授業では、自分が理解したことや考えたこと

を他の人や先生に説明する時間があると思う。」

生徒 教員

26.9ポイント

5.4ポイント

47.3％

74.2％ 80.3％ 85.7％



１ 学力調査等に基づいた自校の課題の分析

令和５年12月４日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

授業で重点的に取り組む項目（重点15項目）
の決定

① 国調査の各教科の結果からS-P表を確認し、
課題がある問題を抽出

② ①に正答した生徒と誤答した生徒について、
都調査項目の肯定的な回答の割合が20ポイント
以上差があるもの（15項目）を抽出
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の決定

① 国調査の各教科の結果からS-P表を確認し、
課題がある問題を抽出
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令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

国語（ＳＰ表）

１一 １四 ４一

Ａ Ａ (3)
インタ
ビューの
前に準備
したメモ
について
説明した
ものとし
て適切な
ものを選
択する

インタ
ビューの
まとめと
してどの
ようなこ
とを述べ
るのか、
自分の考
えを書く

歴史的仮
名遣いを
現代仮名
遣いに直
す（いひ
ける）

1 1 1

1 1 99

1 1 1

4 2 99

1 1 99

1 1 1

1 1 1

4 0 99

4 1 99

1 1 99

4 1 1

2 1 1

1 1 1

3 1 1

1 1 1

1 0 1

1 1 99

1 1 99

1 1 99

○ＳＰ曲線の見方から、Ｐ曲

線（赤色実線）が全国正答率

の線（赤色点線）よりも高い

位置にある問題は、学校全体

で正答率が低い問題となり、

学校全体として、「重点的に

指導すべきと考えられる問

題」として示される。

○この場合では、「１一」、

「４一」が重点的に指導すべ

きと考えられる問題となる。

【国語のS-P表】

P曲線

全国平均

P曲線が全国平均よりも上に
ある問題（正答生徒数の割
合が全国正答率よりも低い
問題）を課題がある問題と
して抽出

１ 学力調査等に基づいた自校の課題の分析



１ 学力調査等に基づいた自校の課題の分析
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の決定

① 国調査の各教科の結果からS-P表を確認し、
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令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

３(5) 学校の学習で
人に負けたくないか
ら。

４(2)難しいと感じ
る問題でも、最後ま
であきらめずに取り
組んでいる。

４(9) 他の人と意見
がちがったときは、
質問をして相手の考
えを確かめている。

４(14)どうしてそう
なるのかという理由
を考えながら学習し
ている。

６(2) 他の人の話を
聞くときは、メモを
取って理解するよう
にしている。

７(3) まちがえた計
算問題は、どこでま
ちがえたのかを考え
ている。

８(1) 数学で学習す
る言葉や公式は、見
ないでも言えるよう
にしている。

８(2) 数学で学習す
る言葉や公式の意味
を理解しようとして
いる。

９(1) 前に同じよう
な問題をやったこと
があるかや、今まで
学習した問題とどこ
がちがうのかを考え
ている。

９(2) 分かっている
ことと求めることを
考えて問題に取り組
んでいる。

９(3) 問題文の内容
を図や表、グラフに
表して考えている。

９(5) まちがえた文
章問題は、どこでま
ちがえたのかを考え
ている。

１０(3) 教科書を読
むなどして、授業で
これから学習するこ
との見通しをもつよ
うにしている。

１０(5) 教科書やド
リルの問題に取り組
むなどして、学習し
たことを確実にでき
るようにしている。

１２(2) 授業では、
前の時間までに学習
した内容と結び付け
て考える時間がある
と思う。

１ 学力調査等に基づいた自校の課題の分析

授業で重点的に取り組む項目（重点15項目）



１ 学力調査等に基づいた自校の課題の分析

令和５年12月４日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

国調査や校内の定期考査等で正答率が上がっている生徒に対して、
学習の進め方について聞き取り調査を実施

分かったこと

・ 対象の生徒は、より効果的に学習内容を身に付けるた
めに学習方法を工夫し、その工夫を自覚していること

・ 家庭学習は意義を理解して行っていること



２ 課題の解決に向けた手だての明確化

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

重点15項目を意識した指導

生徒の学習状況を適切に把握し、
実態に合った効果的な指導

指導１

指導２



３ 手だての実践と検証

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会



３ 手だての実践と検証

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

「ふりかえりシート」

社 会

数 学



３ 手だての実践と検証

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

「学習のすすめ」



３ 手だての実践と検証

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

「ちりつも」
自分の一週間の
振り返り

友達の良いと
思った取組



４ 成果と課題

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

令和５年度 全国学力調査における本校の結果について
＜中学校調査＞

平均
正答率
平均
正答数
(問)

7.5 ／ 10 9.4 ／ 14 10.1 ／ 14 11.0 ／ 15

平均
正答率
平均
正答数
(問)

10.1 ／ 16 9.9 ／ 16 8.5 ／ 14 9.1 ／ 15

平均
正答率
平均
正答数
(問)

12.3 ／ 21 9.4 ／ 17
英語

55.358.6

国語

73.372.167.175.0

数学

60.760.761.963.1

R５年度調査R４年度調査R3年度調査H31年度調査

貴中学校の結果貴中学校の結果貴中学校の結果貴中学校の結果
【全国（公立）平均正答率との差】



４ 成果と課題

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

令和５年度 全国学力調査における本校の結果について
＜中学校調査＞

標準化
得点
平均
正答数
(問)

7.5 ／ 10 9.4 ／ 14 10.1 ／ 14 11.0 ／ 15

標準化
得点
平均
正答数
(問)

10.1 ／ 16 9.9 ／ 16 8.5 ／ 14 9.1 ／ 15

標準化
得点
平均
正答数
(問)

12.3 ／ 21 9.4 ／ 17
英語

104101

国語

101101101101

数学

104103102101

令和5年度調査令和４年度調査令和３年度調査平成31年度調査

貴中学校の結果貴中学校の結果貴中学校の結果貴中学校の結果



４ 成果と課題

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

無解答率の改善
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無解答率の改善



４ 成果と課題

令和５年12月4日 授業改善推進拠点校事業 最終報告会

成 果
正答率は着実に伸びていることから、学力が付いてきている。
無解答率の低さから、生徒の取組の姿勢の改善がみられる。
教員の授業改善に取り組む意識が変化した。

課 題
比較できるデータやツールが増えて分析が可能となったことにより

• 取り上げられる項目や組合せは、ほぼ無限にあるので、学校の実
態に合わせて、どれを取り上げるのがよいか的確に判断しなくて
はならないこと。

• 表計算などの分析ツール活用のための教員のスキルアップ
 引き続き、正答率等が伸びている生徒から聞き取りを行い、そこで学

んだものを手だてとして還元していく。
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